
空き公共施設を地域の拠点に！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会は、暮らしの疑問を出発点に、君津市の財政状況について

継続した学習と調査を通じて、君津市の実情を知り、市民が君津

市と暮らしのこれからを考えられることを目的としています。 

※知り隊ニュースのバックナンバーは市内８公民館にあります。 

『君津の暮らしを考え隊』（問合せ先：Email kurashitai2022@yahoo.co.jp↓）      Faceｂook↓ 
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住民の当事者意識や、合意形成を

どのように作っていくかは難しい。 

清和公民館の職員が長期に関わ

り事業を展開し、住民との信頼関係

を築いてきたからこそできたので

はないか。 

職員を一定程度の期間、同じ職場

に置いておくメリットが確認でき

たのではないか。 

今後の状況についても

注視していきたい。 

ホームページにはとて

も詳しく掲載されてい

て良いが、他の方法で

も広報してほしい。 

行政に望むこと 地域住民と民間業者と行政が一体

となって「人がつどい、にぎわいが生

まれる、新たな地域の拠点」をつくる

という目的に、大いに期待が持てる。 

概算工事費 

本基本計画に記載する整備を全て実施すると、概ね

１１億円（建築工事約５.５億円・電気設備工事約２.１億

円・機械設備工事約２.６億円・外構工事約０.７億円含む）

の見込みとなりますが、整備内容について基本設計

において再度精査しながら工事費の再検討を行うと

ともに、特定財源の活用などの検討を進めます。 

共用開始は

令和５年度 

１１億円は高額だけど、旧給食調理場の解体

や行政施設の「清和公民館」「行政センター」
「清和保育園」それぞれの建替えの経費も含

まれていると考えると節約できている？ 

旧秋元小学校複合整備事業 基本計画〔概要版〕（令和３年６月）によると 

安全対策のため、清和公民館は多目的ホール
以外は使用できず、清和保育園は令和３年度
から小糸保育園で合同保育を実施している。 

今まであった小学校が無くなる

のは地域にとって大きなこと。 

新しい集いの場を皆で作り上げ

ていくことが、未来への希望につな

がっていくのではないかと思う。 

住む人の生活環境が満足できる

ものでないと、結局は人が減って

いくのではないか。 

今住んでいる人、移住してくる人の

どちらも生活しやすい地域にする

ために、この取り組みを一時のもの

に終わらせることなく、その時々の

地域の人々の気持ちを大切にしな

がら､対話を続けていくことが必要 

テレワークやワーケイション

など、新しい暮らし方･働き方を

するうえで、清和は魅力的な地

区。これを活かして、もっと活

性化すれば良い。 

清和地区の交通手段や

鳥獣被害など、課題も

一緒に解決していく支

援も必要。 

複合施設が動き出

したら、そこにいる

職員が持続可能な

まちづくりを意識

し続けてほしい。 

君津の暮らしを考え隊         2022.2 

知り隊ニュース No18 

君津市では「公共施設等総
合管理計画」に基き、個別施設
計画が発表され公共施設の見
直しが始まっています。 
清和での住民とともに取り

組んだ拠点作りについて学習
するため、令和３年１２月１３日、
市民環境部清和地区拠点施設
整備推進室の中村亮彦さんに
話をしていただきました。 

 

↑市ＨＰの旧秋元小学校複合整備地域準備会まとめ～未来へつなげるバトン～より

こちら→https://www.city.kimitsu.lg.jp/uploaded/attachment/31437.pdf 

地図は「君津市学校施設個別施設計画」から転載。 
君津市学校再編第１次実施プログラムにおける統合後の状況(令和３年４月１日時点) 

松丘小、旧松丘中、坂畑小、旧亀山中 

４施設について、事業者等から活用のアイ

デアを募集し、８事業者から提案があった。 
（令和２年度君津市サウンディング型市場
調査報告より） 

－優先交渉権者を決定－ 

旧三島小学校及び近接市有地 
事業者名：株式会社 新昭和 

事業概要：宿泊付き合宿所（旧三島小学校） 

 イベント会場、グランピング（近接市有地） 

⇒売却（建物・土地）。近接市有地については、

千葉県から返還後に「貸付」を予定 
 
旧坂畑小学校及び旧亀山中学校 
株式会社 運動会屋 

キャンプ場・ワーケーション施設、イベント会場 

⇒貸付（１０年／建物・土地） 
（Ｒ３/１１/１０君津市議会全員協議会報告案件 
資料２より） 

学校再編第１次実施プログラム後、学校施設は個別施設計画で長寿命化が計画され、

空き施設となった学校跡地の利活用についても検討が進められている。 

「清和地区拠点施設整備事業」 

mailto:kurashitai2022@yahoo.co.jp
https://www.city.kimitsu.lg.jp/uploaded/attachment/31437.pdf


 
 

 

 

 

 
 

 

秋元小学校 令和２年度より空き校舎 

清和公民館 老朽化（Ｓ４７.7開館）、耐
震面に課題があり多目
的ホール以外使用不可 

行政センター 清和公民館内 

清和保育園 応急的な安全対策工事が
不可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★従来の機能に加え、複合施設での強化する機能（詳細は旧秋元小学校複合整備事業基本計画概要版参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．これまでの経緯 

 
令和２年５～６月 

清和地区アンケート 
旧秋元小学校を活用した公共施
設の複合化に関するアンケート 

令和３年３月～１２月 

地域準備会 
全１１回 

令和２年１０月～令和３年５月 

基本構想・基本計画 

令和３年８月～ 

基本設計・実施設計 

令和２年６月 

地域説明会 
旧秋元小学校を活用した公共施
設の複合化に関する説明会 

平成２９･３０年度 

清和地区公共施設ワークショップ 
清和の良いところ･課題・将来への
取組など自由に意見を出し合った 

校舎内イメージ図 

★コミュニティバスの停留

所もできる 

★保育園バスも通るので

周辺の道路も拡張する

予定 

★休憩所･トイレ・自転車

置き場等の設置は将来

的に検討 

 

清和地区拠点施設整備事業の詳細が、君津市ＨＰの

清和地区拠点施設整備推進室で掲載されています。 

https://www.city.kimitsu.lg.jp/soshiki/112/ 

★点線部分：公民館利用との共用す

る部屋と、それ以外の部屋を合わ

せて指定管理者による管理･運営

を今後検討。 

★旧秋元小学校は、既存のままで耐

震性を有した学校校舎であるが、

特定多数が利用する施設（学校）

から不特定多数が利用する施設

に用途が変わることに伴い、現行

法の耐震基準に照らして安全性

を確認する必要がある。 

［資料や講師説明、質疑応答の内容から掲載］ 

 

両イメージ図は 

旧秋元小学校複合整備たより

№１（2021.7.15）より転載 

今後の協議の中で、変更する

こともあります 

２．行政機能の方向性 ～担当部門より～ 

 

・地域内外の人の力を相互につなぐハブ的な事
業を展開し、生涯学習・地域活性化等の拠点。 

・地域の様々な場所に出向く事業展開 

・一時預かり保育の拡充 
・複合施設としての利点を最大限に活かし、お
互いが見守り・支え合いながら、地域ぐるみで
子育てをする保育園づくりを目指す。 

・デジタル技術を活用し本庁サービスを利用。 
・災害対応に必要な対策室及び電源、資器材等を
確保し、地域防災力を強化する。 

・被災者が一定期間生活する場所として屋内運動
場及び管理教室棟の一部を避難所として指定。 
・地区防災の中核を担う役割が果たせるよう、行
政と住民が協働の防災体制を構築。 

３．地域活力創造機能の方向性 ～地域準備会の動き～ 

 

地域準備会 
地域団体代表者、地区住

民有志、市内外のＮＰＯ 
法人や民間事業者（合計 

３６組４２名）が、地域活性
化に向けた様々な事業を

具体化し、その運営を考え

た。 

議論の方向性 
市の提示する「持続可能な
地域づくり」「人がつどい、

にぎわいが生まれる、持続
可能な新たな地域の拠点」

の具現化を図る。 

議論のゴール設定 
①複合整備された施設を
拠点に、実際に行われる取

組(事業・活動など)の内容
の方向性を決めること。 

②実際に動く組織の方向

性を決めること。 

準備会で“やってみよう”と、イベントも実施 

令和3年6月5日（土曜日） 

医療従事者への感謝を伝える キャンドルイベント 

ほかにも、若者が中心で動いたものも 
広報きみつ１２月号で紹介されました 

屋外イメージ図 ★①飲食・販売、②観光･文化・歴史、③健康福祉･多世代交流･学び・こども、④オフィス空間・ものづくり、
⑤農林業、⑥定住促進・空き家利用の６つのグループでの検討による企画を含め「１２の取組･活動」に集約。 
 

新しい清和の拠点での将来的なイメージ 
 

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Fwww.city.kimitsu.lg.jp%2Fsoshiki%2F112%2F%3Ffbclid%3DIwAR2_SBnYMFmvSJzhsf3ksZtNGE1NELpA2hSNeEkKCOlTCSCmQ6tWDz2j6a8&h=AT09wLAA3CcWtupGdvCaC64klVuGUY1GC5z3YFUPoeqlV1jM_bBwefw3nOKr7qUGHsNhe3Cfe_1fjhCXgTCEZAoxxRVCIa5qlERmzdR8lqrBE90HW9uSFxIHdtldvAY4tXw&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT2prCROnzMhCASnyp4XUHcFQY-wMMX8CRFdJ9BYF0Ghwztz8DbmlZNnFpLDu1aLGxT43Xt9xsVTtiBsqPH4rNXPcV60aDbnuYAihPnt6-y9jXgxwVBm7a8aLJZK8n0zYUUiwiDDu8_reuj-6ur8HOLCaMztjsnqtapTh28W-Hov6n7Btlh4B9JrbecwI5dSueZShPkm

